
 「第 49回全日本都市対抗テニス大会神奈川県予選会」 ご報告 

 

「第 49回都市対抗神奈川県予選会」は、昨年横浜市が全国優勝し今年は全国大会に 

ストレートインとなり、今年も予選突破のチャンスを頂きました。 

昨年は決勝戦で平塚市にあと一歩のところで敗戦となり、今回はリベンジに向けて 

中島マネージャーと共に出来る限りの準備をしてきました。 

今大会に向けて行われた「都市対抗川崎市代表選手の公募」ではこれまでで最多の 

申し込みがありました。そのおかげで控え選手も含めた全ての種目で、高いレベルの 

選手構成が可能となり、神奈川県予選に臨むことができました。 

その結果、昨年あと一歩のところで逃してしまった「神奈川県予選優勝」を 19年ぶりに 

手にし「全国大会」出場が決まりました。 

このご報告ができることを大変嬉しく思っております。 

4月 5日の準決勝・決勝戦に、男子代表・望月滉太朗選手の兄弟でプロテニス選手の 

望月慎太郎選手がご家族と来場。 心強い応援者に選手の士気も上がり頑張れたと 

思います。 

今後は 7月に宮崎県で行われる全国大会に向けてしっかり準備して、昨年代表の 

平塚市の全国ベスト８を上回る結果を残せるように、チーム一丸となって頑張ってまいり 

ます。 

都市対抗責任者  片山隆一 

 


